
IBARAKI INTERNATIONAL FISHING FESTIVAL
in Hitachinaka-Oarai Resort

ひたちなか大洗リゾート構想推進事業

カジキ釣り国際大会を
中心とする総合イベントの
開催について

２０２４年７月１１日

茨城県
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■国際大会としての発展を目指し、大会規模を拡大

カジキ釣り国際大会を中心とする総合イベント
IBARAKI INTERNATIONAL FISHING FESTIVAL in Hitachinaka-Oarai Resort 2024

賞金の増額
カジキ釣り大会では国内最大の賞金総額５００万円
⇒昨年度より２００万円増額

サポーター店制度の発足

地元の飲食店等がサポーター店となり、大会を応援
大会参加者が店を利用する仕組みづくりをすることで
地域における開催機運を醸成

国際化の推進
メキシコ・ロスカボスとの関係構築
イベント単独の多言語HPを開設（英・中・台・韓）

■日程 2024年8月30日(金)、31日(土)、９月１日(日)
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クラセアスール・テキーラ

メキシコ・ロスカボスとの関係構築

メキシコ屈指のラグジュアリーリゾート・ロスカボスで
開催されるカジキ釣り大会
「BISBEE’S BLACK & BLUE」との関係構築

■優勝チームに副賞として、出場費用プレゼント
（１００万円）

ロスカボス観光局から副賞プレゼント
⇒高級テキーラ「クラセアスール」

観光局長Rodrigo Esponda氏から表彰式にビデオレター

メキシコ大使館を表彰式に招待
メキシコの海鮮料理と大洗・ひたちなかの海産物の
コラボレーションを予定

NEW!

■大会主催一族・Bisbee氏参加またはビデオレター
⇒国際的な発信力強化、大会のブランド力の向上
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サポーター店制度

大会と地元との一体感を高めるため、地元の飲食店等がサポーター店となり
大会を応援し、大会参加者が店を利用する仕組みづくり
⇒ 地域における開催機運を醸成

飲食店をはじめ、宿泊施設やお土産店
地元の商工会や観光協会などの協力を得ながら店舗開拓

⇒現在の登録状況（ 7.1時点登録店舗数：26軒)

店頭にはタペストリーを掲示

対象

特典

NEW!

検量式で釣り上げたカジキと記念撮影
大会ホームページ・ＳＮＳで店舗ＰＲ情報発信
陸上イベントのブースに店舗の広告ツール設置

登録店舗向け

各店舗任意のサービス（ドリンク一杯無料など）大会選手向け
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サポーター店一覧

IBARAKI INTERNATIONAL FISHING FESTIVAL 
in Hitachinaka-Oarai Resort

サポーター店は今後ＨＰ上で更新

大 洗 町：飲食店 １７軒、土産品販売店 他 ４軒

ひたちなか市：飲食店 ４軒、土産品販売店 １軒
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サポーター店一覧
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海外からのゲスト・招待選手
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※画像は本人のSNSより引用

※画像は本人のSNSより引用

自主参加

Robert “Fly” Navarro (米国)
フロリダのカジキ釣り大会「Blue Marlin World
Cup  Championship 」大会ディレクター
The Billfish Foundation（カジキ保護財団）役員

Scott Mathieson(カナダ・在米国）

2012年から8年間、読売ジャイアンツで投手
として活躍
釣りやハンティングが趣味

Michael Samuels（米国）
クルーザー会社「VIKING社」副社長
West Palm Beach Florida Fishing Club役員

（スポーツフィッシング団体）

※画像は「West Palm Beach Fishing Club」HPより引用
https://westpalmbeachfishingclub.org/

Glenn Uyeda（米国、ハワイ）
６名のチームで参加
IGFA（国際ゲームフィッシュ協会）メンバー
USCG（アメリカ合衆国沿岸警備隊）キャプテン

海外選手は過去最大の９名を予定。
過去に招聘した選手もチームを連れて自主参加！



著名人選手
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※画像は本人のSNSより引用

NEW!

佐々木 主浩
大魔神の異名で横浜ベイスターズやシアトルマリ
ナーズで投手として活躍
引退後は釣り師、馬主、レーシングチーム総監督
として活動

城島 健司
福岡ダイエーホークス、阪神などで活躍
捕手として日本人選手初のメジャーリーガー
引退後は、釣りファンの拡大を目指し、
”釣り師”としてフィールドを広げている。
自らが冠名となっている番組で大会に参加

仁科 克基 ＆ カジキング
松方弘樹の息子である仁科克基と、
自身のカジキ番組やラジオをもつ
カジキングのコンビ
「カジキ王」の番組とタイアップ

３年連続、佐々木選手参戦！新たに元メジャーリーガーの城島氏も参加！

番組タイアップ

『城島健司のＪ的な釣りテレビ』

『カジキ王 仁科克基・カジキングの世界を釣る Road to BISBEES 9』（釣りビジョン＝スカパー・JCOM・CATV他）

番組タイアップ

鈴木 斉
茨城県出身、シマノ契約のプロアングラー
釣りは楽しく、かっこよくをモットーに釣り番組
などを通じて、釣りの振興・普及に努めている

NEW

（ＲＫＢ毎日放送※放送後に「ＴＶｅｒ」で配信）
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陸上イベント
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その他のイベント

■茨城の漁業ＰＲ ■茨城の海産物
海産物等のＰＲ展示等 シラス丼、伊勢海老焼き、たこ飯

■室屋義秀エアショー＆トークショー ■堤防釣り体験

■ご当地グルメ
干し芋シェイク、那珂湊焼きそば

■県警音楽隊コンサート ■カジキ解体ショー ■カジキ釣りシミュレーター

NEW! 蝶野正洋氏による地域防災＆救命啓発を目的とした
「STFプロジェクト」

①蝶野正洋氏による防災イベント
防災の意義や大切さについてのトークショーを実施

②プロレスのお仕事体験
来場者を対象に、リングアナウンスや
レフェリー体験を実施

③プロレス試合
DDTプロレスリング選手による迫力の
プロレスマッチを実施

大会３日目（９/１）は防災の日（関東大震災発災日）
→一般の方が楽しみながら防災などを学べる啓発イベントを新たに実施

■外国クルーズ船「ナショナルジオグラフィックレゾリューション」歓迎イベント同時開催
※各イベントごとの実施日時等は今後ＨＰ上で更新



蝶野正洋氏からのスペシャルメッセージ
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以下URLにて、ビデオメッセージをご覧いただけます。
https://www.pref.ibaraki.jp/kikaku/oarai_billfish.html

https://www.pref.ibaraki.jp/kikaku/oarai_billfish.html


11

（参考）茨城インターナショナルフィッシングフェスティバル
実行委員会の概要
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役員
大会会長 茨城県知事 大井川 和彦

大会副会長 大洗町長 國井 豊 ・ ひたちなか市長 大谷 明

実行委員長 いばらきビルフィッシュトーナメントネットワーク会長 武藤 大志郎

構成団体
茨城県、大洗町、ひたちなか市、大洗町観光協会、大洗町商工会

ひたちなか商工会議所

（一社）大洗観光協会、ひたちなか市観光協会、（株）ユニマットプレシャス

いばらきビルフィッシュトーナメントネットワーク

事務局

茨城県政策企画部地域振興課


